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令和６年３月８日（金） 14:00開始
立川市役所　201会議室

能登半島地震被災者支援事業
石川県輪島市の小・中学生に対する電子書籍閲覧サービスの提供について



 

 

    

 

  

 

 

【問い合わせ】 立川市図書館長 池田 朋之        

      〒190-0012 立川市曙町２－36－２ 立川市中央図書館       

℡042-528-6800 又は 042-523-2111内線 4840  

  E-mail toshokan@city.tachikawa.lg.jp 

 

能登半島地震被災者支援事業 
石川県輪島市の小・中学生等に対する 

「たちかわ電子図書館」の電子書籍閲覧サービスの提供について 

現在、輪島市の図書館員は、まちの復興業務にあたっており、図書館業務を中止しています。時間

や労力を要する紙の図書の寄贈は受け入れていませんが、簡便な手続きで済む電子書籍ならサービス

の提供が可能であり、支援を必要としています。 

立川市図書館は輪島市の小・中学生に対して、「たちかわ電子図書館」の電子書籍「児童書読み放題

パック」を閲覧できる状態にしてサービス提供を開始することとしました。 

輪島市の子どもたちに読書の喜び、楽しみを電子書籍の閲覧という形にして、現地の子どもたちに

届けさせていただきます。 

 

提供期間 

令和６年３月 12 日（火）～８月 31 日(土) 「たちかわ電子図書館」が保有している電子書籍

「児童書読み放題パック」を輪島市の小・中学生に開放し、閲覧できる状態にします。 
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対象者 

石川県輪島市立の小・中学生及び教員等（他の自治体への避難者含む）約 1,240 名 
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対象コンテンツ 

「たちかわ電子図書館」内の電子書籍「児童書読み放題パック」11 パック、585 点 

※ 3 月 22 日(金)の補正予算で 5 パック、197 点、約 120 万円分の予算計上を予定しています。 
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記者会見配布資料 

令和６年３月８日 

立川市教育部図書館 

支援理由 

１) 本市は、他の自治体と比較して児童書が充実しており、輪島市の小・中学生への読書活動

支援の要請に応えられること。 

２) 石川県下では７自治体が立川市と同じ電子図書館システムを採用しており、その中でも輪

島市の被害が最も甚大で緊急を要すること。 

３) 両市とも小・中学生に電子図書館専用の利用者 ID を交付して学校連携に取り組んでおり、

システム運用面で支障がないこと。 
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能登半島地震被災者支援事業
石川県輪島市の小・中学生等に
｢たちかわ電子図書館｣電子書籍閲覧サービスを提供します

背景
１）令和６年１月１日、能登半島地震が発災

２）現在、被災地の職員は、まちの復興業務にあたっており、
輪島市においても図書館業務は中止

３）時間や労力を要する紙の図書の寄贈は受け入れ困難、
簡便な手続きで済む電子書籍ならサービスの提供が可能



能登半島地震被災者支援事業
石川県輪島市の小・中学生等に
｢たちかわ電子図書館｣電子書籍閲覧サービスを提供します

支援理由
１)本市は他自治体と比較して児童書が充実

輪島市の小･中学生への読書活動支援の要請に応えられること

２)石川県下では７自治体が立川市と同じ電子図書館システムを採用
中でも輪島市の被害が最も甚大で緊急を要すること

３)両市とも小・中学生に電子図書館専用の利用者IDを交付して
学校連携に取り組んでおり、システム運用面で支障がないこと



能登半島地震被災者支援事業
石川県輪島市の小・中学生等に
｢たちかわ電子図書館｣電子書籍閲覧サービスを提供します

対象者
石川県輪島市立の小・中学生及び教員等 約１，２４０名
（他の自治体への避難者含む）

提供期間
令和６年３月１２日（火）～８月３１日(土)

対象コンテンツ
「たちかわ電子図書館」内の電子書籍
「児童書読み放題パック」１１パック、５８５点
補正予算で追加の｢児童書読み放題パック｣
５パック、１９７点、約１２０万円の予算計上を予定



能登半島地震被災者支援事業
石川県輪島市の小・中学生等に
｢たちかわ電子図書館｣電子書籍閲覧サービスを提供します

カードイメージ

令和６年３月８日（金）
輪島市と立川市との間で覚書の締結

令和６年３月１２日（火）
輪島市の小中学生による利用スタート！！

たちかわ電子図書館HPからログイン



能登半島地震その他の被災地支援事業

１ 職員派遣

〇 令和６年１月２７日（土）～ ２９日（月）

〇 派遣者 係長級２名（課税課、建築指導課）

〇 派遣先 東京都庁

〇 業務内容 住宅被害認定業務における全壊判定リモート業務

２ 義援金

〇 市公共施設に義援金箱を設置
設置場所 ： 市役所本庁、窓口サービスセンター、

東部連絡所、西部連絡所、富士見連絡所、
中央図書館、たましんRISURUホール、競輪場（開催中のみ）

〇 令和６年３月７日現在、1,957,604円の義援金を日本赤十字社を通じて被災地に送金



この度は、立川市様から当市の小・中学生に「たちかわ電子図書館」サービス

を提供していただき、心から感謝申し上げます。 

能登半島地震から２カ月が経過しましたが、まだまだ復旧作業が続き、学校図

書館が利用できないほか、輪島市立図書館、輪島市立図書館町野分館、輪島市立

門前図書館の３館も休館を余儀なくされている状況です。 

そうした中で、貴市からのこの申し出は大変ありがたく、子どもたちの読書欲

求に応える貴重な支援であることを心から感謝しています。 

電子図書館は、どこからでも利用できることから、本市の学校に通う子どもた

ちだけでなく、本市を離れて避難生活を送る子どもたちにもその恩恵が行き渡

るものであり、このような温かいご支援が、子どもたちの教育や心の支えとなる

ことと確信しています。 

結びに、立川市様の今後のご発展と、関係者の皆様のご健康とご多幸を心から

お祈り申し上げます。 

令和６年３月８日 

輪島市教育委員会教育⾧ 小 川  正 
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